岡田・川久保研究室([理学部応用物理学教室],<特集>東京工業大学) by 川久保
Title岡田・川久保研究室([理学部応用物理学教室],<特集>東京工業大学)
Author(s)川久保








実験的にはまだ全然手がついていをh o さらに表面効果が表面電子状態 とい う
ややっこしいお荷物をもって(っついているo しか し,物性論興味か らも実用
上の問題からもさけて通るわけにはいかをいところである｡道が夜hので,珍
まみれになって測定 しつづける しかを-ho光学的性質を中心にして,現在では
電気的性質 .熱的性質を織 bまぜて,全 くグ1)ラ的研究をつづけている｡ 金属
微粉末,酸化物や硫化物の粉末,あるいは非晶体粉末等を扱 っているO








研究の対象 と七 ている分野は物質でい うと金属間化合物強磁性体,磁性酸化
物半導体をどが主査ものであ9,測定の手段は静的な電気的,磁気的測定,
24〔Hiz,70〇･Hz の 五㌧SR,および 50-DMHz までのス ピンエコー法 hTMR
をど全体 として動的測定にやや重点がおかれているo 葱お これ らの装置は発振
慕,測定用計器をどを除いて,ほとん どが手製であるb
具体的を研究テーマは多岐にわたっていて,数人のダイt,･一･プで行っているテ
一三もあれば 1人で行っているテ-.マもある｡ 比額的大 き恵テーマか ら列挙す
ると,橋本,山口らのグルーブが こ こ数年来手がげでいる CT-Te系金属間化
合物の磁性の問題が奉るo 実際匿とbあげた物質は Cr7T･eB,CT21TQ5であ
るが,これ らを Cr卜 ⅩTeと暮せ表わすと,高温の帯磁率.Oデータからは価電







NiO, Coo, TiO2,V02 をど遷移金属酸化物の動的性質の研究 も,別の
グループによってここ数年続け られているC>移動度が小さやことで知 られるこ
れ らの物質の高周波伝導度の測定結果は,伝導の機構に関 して静的豪邸定から














研究室は｢温度物理学講座｣に属 している｡温度物理学 とい う言葉は光物理
学 ,音波物理学 ,熟物理学,統計物理学をど物理学 とい う名をつけることのは
や りの現在でもめず らしく思 う^ が多い と思われるが,われわれは温度そのも
のを物理的研究対象にしているので.この言葉は全 く適当である｡温度 とい う
概念が適用できる対象に物理的に意味をもつ熱力学的 (統計力学的)温度値を
考えることがわれわれの研究 目的である｡ もう少 しわかbやす く言えば,国際
的に定め られている国際実用温度 目盛 (肇行のものは1968年)を可能 を限
b熱力学的 目盛に一致させることや,まだ定められていをh温度領域にそれを
拡張するよう夜研究 をすることである｡
研究室は非常に古 く,昭和 4年本学が大学に昇格 した ときに始まるo 現在?
温度目盛において唯一の基本定点である水の三重点の値を 275.160Kと′定め
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